
公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

立
三
〇
周
年
記
念
式
典
が
一
月
二
六
日
、
午
前
一
〇
時
か

ら
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
石
垣
島
八
重
山
の
間
で
会
員
、
関
係
者

ら
一
〇
〇
人
余
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
さ
ら
な
る
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。

大
松
安
元
理
事
長
の
式
辞
の
あ
と
、
新
城
由
紀
子
事
務
局

長
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
「
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
報
告
、
続
い

て
中
山
義
隆
石
垣
市
長
、
我
喜
屋
隆
次
石
垣
市
議
会
議
長
、

翁
長
聡
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
の
来

賓
祝
辞
に
続
い
て
、
一
五
年
以
上
の
継
続
発
注
一
五
社
、

個
人
一
三
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
一
五
年
以
上
就
業

し
て
い
る
会
員
二
五
名
、
役
員
表
彰
五
名
、
特
別
表
彰

一
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
会
員
の
湖
城
義
宜
さ
ん
は
「
こ
れ
を

励
み
に
こ
れ
か
ら
も
表
彰
に
恥
じ
な
い
行
動
で
、
元
気
で

働
け
る
喜
び
を
胸
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

設
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
開
催

二
〇
二
三
年
三
月
三
日
発
行

第
二
九
号



式

辞
公
益
社
団
法
人

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

大

松

安

元

本
日
、
こ
こ
に
公
益
社
団
法
人

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
を
会
員
、
役
職
員
と
も
ど
も
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
皆
様
及
び
諸
先
輩
方
の

ご
尽
力
と
市
ご
当
局
を
は
じ
め
多
く
の
事
業
所
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
公
私
共
に
ご
多
忙
中
、
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
石
垣
市
長

中
山
義
隆
様
、
石
垣
市
議
会
議
長

我
喜
屋

隆
次
様
、

沖
縄
県
シ
ル

バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長

翁
長
聡
様
を
は
じ
め
ご
来
賓
並
び
に
関
係
各
位

の

ご
臨
席
を
賜
り
、
式
典
を

開
催
で
き
ま
す
事

を
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展
す
る
な

か
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
豊
か
な

経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
、
「
自
主
・
自
立
」

「
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
地
域
社
会

に
貢
献
し
「
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
事
業
運
営
に
取
組
ん
で
参
り
ま

し

た
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
平
成
四
年
八
月

十
七
日
に
設
立
さ
れ
、
設
立
当
初
は
、
会
員
数

二
百
二
十
五
人
、
契
約
金
額
一
千
百
万
円
で
あ
り

ま
し
た
が
、

今
日
で
は
会
員
数
三
百
九
十
六
人
契
約
金
額
一
億
五
千
五
百
万
円
と
着
実
に
発

展
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
の
輝
か
し
い
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
市
当
局
、
企
業
、
市
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
設
立
当
初
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
多
く

の
先
輩
各
位
の
努
力
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
三
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
社
会
環
境
は
著
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
加
速
化
す
る
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
能
力
や
経
験
を
活
か
し
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
様
々
な
就
業
分
野
が
広
が
る
反

面
、
人
手
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
今
後
は
課
題

で
も
あ
り
ま
す
会
員
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三
十
周
年
の
節
目
に
た
ち
、
「
地
域
に
役
立
つ
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
、
ご

来
賓
を
は
じ
め
、
発
注
者
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。



祝

辞

石
垣
市
長

中
山

義
隆

旧
正
月
も
過
ぎ
、
寒
暖
を
繰
り
返
し
な
が
ら
初
春
の
薫
り
が
深
く
な
り
、
日
本
一
早
い
田
植
え
の
時
期
を
迎

え
る
な
ど

新
た
な
息
吹
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

本
日
、
「
公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す

こ
と

に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
四
年
八
月
の
設
立
以
来
三
十
年
に
わ
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
・
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
歴
代
理
事
長
や
役
員
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
た
ゆ
み
な
い
努
力
、

意
欲

あ
ふ
れ
る
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
と
ご
尽
力
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
高
齢
者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
」
と
い
う
「
生
き
が
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
「
生

き
が
い
」
と
い

う
日
本
語
は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
で
海
外
で
も
通
じ
る
言
葉
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
寿
や
幸
あ
る
人
生
に
は
「I K

IG
A

I

」
が
大
切
と
い
う
意
味
合
い
で
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
生
き
が
い
」

は
、
生

活
の
質
の
向
上
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
健
康
面
や
精
神
面
に
効
果

が
あ
る
と
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
「
生
き
が
い
」
と
い
う
生
活
の
楽
し
み
や
人
生
の
喜
び
を

見
つ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
か
。
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
世
代
や
時
代
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
で
し
ょ
う
し
、
す
ぐ
に
は
見
つ

か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
と

つ
な
が
る
こ
と
、
人
と
つ
な
が
る
こ
と
に
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
「
生
き
が
い
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
見
つ
け
る
絶
好
の
場
所
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

技
術
や
知
識
、
又
は
経
験
等
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
会
員
の
拡
大
に
尚
一

層
、
お
力
添
え
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
組
織
が
益
々
充
実
さ
れ
、
諸
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
と

共
に
、
会
員
各
位
を
は
じ
め
本
日
ご

列
席
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



祝

辞

石
垣
市
議
会

議
長

我
喜
屋

隆
次

公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十
周
年
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
節
目
に
あ
た
り
、
功
績
を
た
た
え
ら
れ
受
賞
な
さ
る
皆
様
、
今
回
の
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
現
役
を
引
退
し
た
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
地
域
貢
献
と
高
齢

者
就
業
拡
大
の
受
け
皿
と
し
て
、
平
成
四
年
に
設
立
さ
れ
、
本
日
こ
こ
に
、
「
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
」
が
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
、
健
康
の
維
持
や
社
会
参
加
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
社
会
を

創
造
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し

て
は
設
立
以
来
、
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
と
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
の
実
現
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
皆
様
の
豊
富
な

知
識
と
技
能
、
経
験
、
更
に
は
大
松
安
元
理
事
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の
役
職
員
並
び
に
事
務
局
職
員
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
今
日
の
ゆ
る
ぎ
な
い
発
展
が
あ
る
も
の

と
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
少
子
化
等
社
会
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
先
行
き
の
見
通
し
に
対
し
て
危
惧
の
念
を
持
た
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
自
ら
の
特
技
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
議
会
と
し
て
も
、
皆
様
方
の
ご
意
見
も
拝
聴
し
、
「
活
力
あ
る
長
寿
社
会

の
実
現
」
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
会
員
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
働
く
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
末
長
く
現
役
と
し
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
三
十
年
は
、
一
つ
の
節
目
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
次
の
五
十
年
、
百
年
へ
の
新
た
な
出
発
点
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
式
典
の
ご
盛
会
を
重
ね
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
発
展
と
、

会
員
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



公
益
社
団
法
人

沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
長

翁
長

聡

本
日
、
公
益
社
団
法
人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
四
年
八
月
、
県
内
七
番
目
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
会
員
二
百
二
十
五
名
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
厳
し
く
変
化
す
る
中
で
、
高
年
齢
者
の
多
様
な
形
態
に
よ
る
就
業
機
会
の
拡
大
や
生
き
が
い

の
創
出
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
指
定
管
理
者
制
度
の
誘
致
に
よ
る
就
業
機
会
の
確
保
や

介
護
施
設
に
お
け
る
派
遣
事
業
の
推
進
、
観
光
地
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
な
ど
、
今
日
ま
で

積
極
的
に

事
業
を
展
開
さ
れ
、
令
和
三
年
度
に
は
会
員
数
三
八
五
名
、
受
注
契
約
額
一
億
五
五
〇
〇
万
円
余
と
着
実
に
実
績
の
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
集
会
を
月
一
回
行
う
な
ど
、
日
頃
の
安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
他
の
セ

ン
タ
ー
の
見
本
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
セ
ン
タ
ー
発
展
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
歴
代
の
理
事
長
は
じ
め
、
役
職
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
国
、
県
及
び
市
当
局
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
連
合
を
代
表
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
は
、
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
き
く
影
響
を
受
け
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
事
業
推
進
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
最
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
令
和
二
年
度
に
比
べ
ま

す
と
、
会
員
数
・
就
業
延
人
員
・
契
約
額
共
に
実
績
が
回
復
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
貴
セ
ン
タ
ー
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
連
合
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り
ま
す
ま
す
高
ま
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
指
針
と
な
る
「
第
四
次
中
期
事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
請
負
形
態
や
労
働
者
派
遣
な
ど
多
様
な
就
業
機
会
の
提
供
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
な
ど
、
高
齢
者
が
幅
広
く
活
動
で
き
る
よ
う

各
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
力
し
て
目
標
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
設
立
三
十
周
年
を
新
た
な
契
機
に
、
従
来
通
り
高
齢
者
の
能
力
や
知
識
・
経
験
を
活
か
し
て
地
域
を
支
え
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
更
な
る
組
織
拡
大
、
事
業
拡
大
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

祝

辞



感謝状・表彰状受賞者ご芳名

（敬称略・順不同）

♦感謝状
（１５年以上の継続発注によりセンター事業の発展に貢献をした企業及び個人）

【企業 １５社】

・南海山桃林寺 ・八重山漁業協同組合

・株式会社石垣エスエスグループ ・株式会社塩谷商店

・株式会社琉球ホテルリゾート八重山 ・ブルーマリン石垣

・医療法人緑の会 いしがき太陽の里 ・石垣鋼材株式会社

・石川硝子店 ・株式会社八重山エンジニアリング

・博愛医院 ・民宿青ぞら荘

・丸尾建設株式会社 ・与那原宅建商事

・特別養護老人ホームなごみの里

【個人 １３名】

・豊川敏彦 ・仲皿枝美子 ・大底隆一 ・亀川安孝 ・真地米子

・内藤 健二 ・石川典男 ・早川始 ・宮良用英 ・黒島健

・伊原 和子 ・平安山香代子 ・南風原英和

♦会員表彰 （１５年以上就業している者） ２５名

・仲間 清典 ・佐和田正秀 ・砂川健次 ・松本 静枝 ・内間 仁栄

・城間 トヨ子 ・新川 照子 ・登野原カズ子 ・次呂久功 ・大仲 康文

・白玉 米子 ・赤嶺時子 ・伊舎堂美佐子 ・嘉手刈ヨシ ・湖城義宣

・大城 弘 ・橋本 宏 ・下地勝 ・神谷恵子 ・譜久島武

・小浜 ハツ ・東川平初子 ・平良金徳 ・濱野 琴次 ・大浜 岩大

♦役員表彰 （３期役員として６年センター事業の発展に貢献した者） ５名

・下地 勝 ・平地明美 ・辻野信行 ・名嘉地長昭 ・中川栄治

♦特別表彰 （多年にわたりセンター事業の発展に貢献した者） １名

前事務局長 ・古謝昌徳

受賞者のみなさん
おめでとうございます！



新城由紀子事務局長から「３０年の歩み」を報告

シルバー人材センター職員 役員のみなさん

表彰者のみなさん



☆
島
の
各
地
で
は
田
植
え
も
始
ま
り
、
新
た
な

息
吹
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

三
０
周
年
記
念
式
典
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
記
念
式
典
部

会
、
表
彰
部
会
、
記
念
誌
部
会
、
会
員
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
徐
々
に

暑
く
な
っ
て
き
ま
す
。
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報
部
会

～お知らせ～
設立３０周年記念事業

グラウンドゴルフ大会

日時：令和５年３月１４日（火）
集合時間 ９時

場所：石垣市老人福祉センター
芝生広場
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